
議会広報広聴特別委員会次第  

 

平 成 ３ ０ 年 １ １ 月 ３ ０ 日（ 金 ） 

午 後 １ 時 ３ ０ 分 開 議  

第 ３ ・ ４ 委 員 会 室  

 

 

１  第 １ ７ 回 議 会 報 告 会 の 振 り 返 り に つ い て  

 

２  市 議 会 だ よ り 第 １ ６ ６ 号 紙 面 構 成 に つ い て  

 

３  次 期 議 会 広 報 広 聴 特 別 委 員 会 へ の 引 き 継 ぎ 事 項 に つ い て  

 

４  次 回 の 市 議 会 だ よ り 写 真 コ ン ク ー ル に つ い て  

 

５  そ の 他  



 

平成３０年１１月２２日  

 

議会報告会報告書  

 

議会広報広聴特別委員会委員長  加藤  啓子  様  

 

 

 議会報告会  １班      

班長  近藤  美保  

藤井  俊行  

坂巻  儀一  

乾  紳一郎  

斉藤  真理  

加藤  啓子  

    

    

私の班は議会報告会を開催し、その概要は下記のとおりでした

ので、ご報告します。  

記  

１  日時  平成３０年１１月１１日（日）  

     午前９時３０分～午前１１時３０分  

      

２  場所  生涯学習センター（流山エルズ）Ｃ２０７  

   

３  欠席議員  なし  

 

４  来場者数  市民来場者   １３人  

       議員・職員    １人  

 

５  報告内容   

１．「次期総合計画の策定に向けて」坂巻議員  

（１）総合計画の定義とスケジュール  

（２）将来人口推計  

資料１－①  



 

（３）市民意識調査と意見交換会  

（４）基礎調査報告書から  

２．意見交換  

 

６  質疑・応答  

 

○市民 A 

・次期総合計画は、平成３２年度からの総合計画ということだが、

現在、どの段階にあるのか？   

●議員  

・市民からの意見聴取の第一段階（無作為抽出の市民や、中高生

による意見徴収）は、すでに終わっているが、今後の策定に向

けて、市民の声は、今後も聞いていかなければならない。  

○市民 A 

・案があって、それについてのパブリックコメントを市民に求め

る手順と認識しているが。  

●議員  

・次期総合計画（案）がまとまった時点で、パブリックコメント

を実施すると思うが、現時点でも、市民の声についての聴取は、

まだまだ不十分ではないかと考えている。  

●議員  

・案が決まった後でも市民の声を聞くことが必要。  

・それ以前に、流山市は、２０年間の総合計画の総括を出してい

ない。  

・将来の都市像を示すものが、現在示されていない為に、市民は

意見が言いにくいのではないか。  

●議員  

・基礎調査については、シンクタンクが分析した上で、出してき

ているものなので、一概に総括していないとは言えないのでは

ないか。  

 

○市民 B 

・平成３２年度からの将来像、総合計画策定後の人口分布の説明



 

があったが、長期にわたって、流山市の課題として、発生する

と思われる課題はあるか？  

●議員  

・数字通りにはいかない。災害もある。あくまで推計  

・策定後は、毎年見直しをしていく。  

●議員  

・課題は、世代や人によっても違う  

・要望のトップに挙がっている、「安心・安全の街づくり」を、

市は重視しているが、市としては、「都心から一番近い森の街」

を将来の都市像として掲げている。  

・審議会では、その点を議論している。  

●議員  

・このような場で、「審議会の情報を市民と共有してほしい」な

ど、声を聞かせてほしい  

・次期総合計画には、様々なテーマが有るので、今回の説明は、

そのすべての資料を網羅しているわけではない。  

・現在の流山市は（限られた地域、限られた世代に固定しすぎる

ことで）他世代間や、地域横断的な、きめ細やかさが足りない。

地域ごとの課題や特色が有るのに、ひとくくりにすることも課

題ではないか  

●議員  

・子どもの急増、高齢化など、両極端な時代の中で、小中学校の

新設など、喫緊の課題が多すぎる。  

 

○市民 C 

・将来の都市像「都心から一番近いもりのまち」と言うが、流山

市をこれから維持していくには、成長点を維持していくことが

大事。それには、若い人のニーズを把握する事が重要と考える。 

・次期総合計画（案）は、現状課題の取りまとめにすぎない。若

い人が、もっと流山市を振り向く街にならなければならない。

流山に行ってみたい、住みたい、そう思える街づくりが大切。 

・今の流山市には、物語性がない。市民文化の醸成が重要。  

・以前、ある市で、文化ホールや体育館の建設に向けての審議会



 

に携わった。その市では、市民が誇りを持っていた。現在の流

山市民に誇りは有るのか  

 

○市民 D 

・流山市は、本町の活気を取り戻す為のイベントをやっているが、

中途半端なのではないか。  

・お金をかけても、継続性や発展性が無いように思う。  

・本町の不便さも課題である。バス便も取り残されている。１時

間に１本では利用しにくい。（本町でのイベントに、より多く

の人を呼び込もうとしても、交通の不便さがネックとなってい

る。）もっと、バス会社に真剣に訴えていってほしい  

・流山市には、魅力的な資源が沢山ある。  

・「みりん」は、世界的に注目され始めている。同時に、貴腐ワ

インなど、甘みのあるデザートワインなども注目されている。

「みりん」は、貴腐ワインの一つとして、商品化できるのでは

ないか。  

・観光の目玉として、「みりん」と、「新撰組」があれば、世界か

ら観光客を十分呼べると思う。  

●議員  

・来年３月に、おおたかの森駅北口に３月完成予定のホール２階

の市民窓口センター内に、観光案内所ができる。今のご意見を

反映させていきたい  

○市民 D 

・市役所隣の「飛び地山」を、市で購入してほしい。  

 

○市民 E 

・人口推計で、自分の年代（４０歳代）は一番多いのに、議会報

告会には殆ど来ていない。もっとこの世代が関心を持つような

取り組みが必要では？  

・議会として、住民の無関心を改善する為の取り組みをしている  

 か。    

●議員  

・会派として、年に２回、キャラバン隊として、意見交換の場を



 

設けている。  

・北部地域では、新川耕地の物流倉庫関連の問題で、工業団地の

方達にも来て頂き、様々な意見交換をし、それを契機に、協議

会を立ち上げるなど、市政に反映させる事が出来た。  

○市民 E 

・会派で行ったキャラバンでは、若い世代の参加者の割合はどの

くらいか  

●議員  

・５０歳代の方も来ていたが、若い人も５ ~６人参加されていた。  

●議員  

・議会広報広聴特別委員として、ＳＮＳを活用し、情報発信して

いる。  

●議員  

・それぞれの会派でも、ＳＮＳを活用した情報発信を行っている。 

●議員  

・世代ごとで関心の度合いが違うという認識は有る。議会報告会

などは、議員のネットワークで人が集まるので、それぞれの議

員の世代によって、集まる世代は違ってくる。市民は若い方も

いれば、高齢者の方もいるので、それはけして悪い事ではない

と思う。●議員  

・年齢や環境によって、市民ニーズは違う。テーマによって、一

番興味が有る所に人が集まる。  

●議員  

・自分の所属会派で計画的に講演会を開催している。  

・３・１１の後の放射能問題の時期や、ホルムアルデヒド問題の

時には、参加者が多かった。今後も、議員から発信していく。 

・ここでの市民の意見を、一般質問で取り上げ、一歩前進した事

例がいくつもある。  

●議員  

・自分の所属会派は、現場で働く人の声を重視している  

 

○市民 F 

・５年間、ずっと、一般質問を傍聴してきた。すると、議員の考



 

えと、執行部の考えがわかる。  

・条例や地方自治法をしっかり学んでほしい。  

・予算についても、年末毎度１０億円ほどの補正を組んでいる。

もう少し計画的な予算策定が必要ではないか。  

・市の素案を作る前段階での情報提供をしてほしい  

・議会は二元代表制なので、議会からも、策定の経過についても

情報提供をしてほしい  

 

○市民 G 

・現在の流山市では、４５%の人が市外に働きに出ている。今後

１０年間の税収の推移なども視野に入れた観点で、次期総合計

画については、策定しなければならないのではないか。  

・再度企業誘致について考える必要があるのではないか  

・税収が脆弱。地場産業の実態が見えていない。  

・流山市民が流山市で就労出来る為の、地場産業の醸成が必要な

のではないか  

・流山市には、長期計画に基づいた、産業立国となってほしい  

●議員  

・３０年度の法人税は、役１０億円で、納税件数は、３６６０社

だった。  

・個人市民税は増加しているが、法人市民税は低調なのが実情。 

 

○市民 F 

・緑は本当に減っているのか  

・市の説明では、大きな森林は減少しているが、グリーンチェー

ン運動や、公園の適正配置により、緑の総量としては、けして

減少していないとのことだが。  

 

○市民 G 

・物流倉庫が出来ることで、雇用の創出も有るが、新川耕地で、

物流倉庫以外の業種も起業できるなど、付加価値の高い弾力的

な運用できるよう法改正するなどして、企業誘致に取り組んで

ほしい。  



 

●議員  

・今、斜面緑地側には第６物流センターまで計画されているが、

旧野田有料沿いの江戸川沿いは農地となっているが、地権者の

農業従事者からは、後継者不足などもあり、農地からの転用を

望む声もある。  

○市民 G 

・第５、第６次産業も含め、物流倉庫だけでなく、他の業種も、

入れるようにした方が良いのではないか  

・新川耕地の運河に近い地域は、資材置き場等になっているが、

個人的には、グランド、テニスコート、合宿施設などにしてほ

しい  

●議員  

・市として、企業誘致ができないかとの意見だが、ロジスティッ

クは、あくまで大家さんなので、市がどこまで干渉できるのか、

市に確認する。  

〇市民 G 

・インターから一定の圏内は物流に限られるという規制が有ると

いう話も聞いた。  

●議員  

・それも含めて確認します。  

 

〇市民 H 

・現在、流山で、実家の家業を手伝いながら子育てしている。  

・税収が圧迫されている。民間とのコラボレーションを積極的に

取り組んでほしい。  

・民間が収益を得ながら、市と協同で取り組むことで、より、市

民にとって付加価値の高い事業となる可能性があるのではな

いか。 (機会と制度が必要。 )  

・議会でもＩＣＴ化は進んでいると思うが、発信しているようで

吸い上げる部分がＩＣＴ化されていない。  

・今回の議会報告会についても、実際、自分が、どのタイミング

で、何について、どのくらい意見が言えるのか、事前の情報だ

けでは内容が見えない。  



 

・子どもを夫に預け、議会報告会に参加する事は、忙しい生活の

中で、自分の大切な時間を提供しているので、もっと、会の内

容の情報を含めて発信してほしい。  

・１０年後を見据えた課題が尖っていない ｡（明確でない）  

・尖った課題を明確化している自治体は、発展している。  

・まんべんなく多くの課題に取り組もうとすると、特色が無くな  

 る。      

・私が関わっている市民活動の場で、「流山市はすごいね」と、

ほめてもらう機会はあっても、課題については、一言で言い表

す事が出来ない。（課題を尖らせていく取り組みが必要。）  

・物流について、新しい１０代、２０代の起業の機会の提供をお

願いしたい。  

●議員  

・女性の起業家対象のセミナーや、補助金も有る。  

・これにこりずに、又是非、議会報告会に来て頂きたい。  

○市民 H 

・神戸市では、お金は出していないが、実証実験できる場所の提

供を実施している。  

・仕組みが有れば、お金がなくても、起業できる  

 

〇市民 D 

・消防団の問題  

・流山市の組織であるにもかかわらず、自治会費から消防団費と

して、徴収されているが、本来、市で負担するべきではないか。  

 

〇市民 C 

・以前は、大学を誘致しようという自治体が多くあった。  

・走りながら考え、考えながら走ることが大事。  

・物流倉庫、このままでは、何年後かには、いつか行き詰まる事

態は必ず来る。その時を想定した対策を今から考えておく必要

がある。  

 

○市民 G 



 

・インフラの老朽化や、外国人労働者の問題も、市として、しっ

かり取り組んでほしい。  

〇市民 I  

・外国人労働者について、安い賃金で、重労働を強いる傾向が有

る。もっと、受け入れるには、地域のこととしてとらえていく

べき  

〇市民 G 

・２７００人ぐらいの外国人労働者が流山市に暮らしている。学

校での対応はどうか  

●議員  

・複雑化している  

 

７  参加者から議会への要望  

・次期総合計画については、議員の側からも、策定に向け

た進捗状況を、折々情報提供をしてほしい。  

・議会報告会の内容については、もう少し詳細な内容を情

報提供してほしい。  

 

８  所感（順不同）  

 

●乾紳一郎議員  

全体として、活発な議会報告会だったと思います。テーマである

総合計画について、強い関心や意見を持つ方々の発言には私も学

ばされるところがありました。  

総合計画に市民の意見がどう反映されるのかについて、基礎的

な資料として市民アンケートや無作為抽出による市民会議、中学

生会議などの意見を汲み取ることなどはもちろん必要ですが、素

案がまとめられていく過程、素案がまとまった後も、市民に公開

し、市民参加を丁寧にやっていくべきだと思います。参加した市

民の中で、素案が出来たら形ばかりのパブリックコメントやって

当局が決めてしまうという印象を持っている方がいましたが、行

政の意思決定過程での市民参加をもっと尽くしてほしいと思い

ます。  



 

議会としても市民の多様な意見を反映させられるよう、特別委

員会を組織し、参考人質疑や「意見を聞く会」の開催など議会と

して市民参加の機会も設けながら、総合計画の審査をおこなう必

要があると感じました。  

 

●藤井俊行議員  

初めて参加された方も反面、常連の方の参加も今回もあっ

た。今後の議会報告会のあり方について考えていく必要が

ある。 PTA の会合などや学童クラブ指定管理者、商工会

議所、自治会連合会などに、こちら側から出張して行く出

前議会報告会のようなものも考えたらどうだろうか。  

以上  

 

●加藤啓子議員  

テーマが大きいせいか、老若男女の市民にお集まりいただ

き、闊達な意見交換ができた。私たち世代と違い、若い世

代はデータによる費用対効果を求めており、毎日忙しい中

子どもを預けてこの報告会で発言した事が市政に反映さ

れなければ無駄な投資になるという意識がある事に改め

て驚かされた。自治基本条例の策定や小山小建設時に比べ

て市民の意見を吸い上げる場が少ないとのご意見をいた

だき、もっともだと感じている。形ばかりの市民参加にな

らないように私たち議員もさらに市民の皆さまの声を聴

く機会を増やしてまいりたい。  

 

●近藤美保議員  

「次期総合計画に向けて」というテーマで開催した。  

次期総合計画策定までのスケジュールと、これまでの議論、

基礎調査結果について報告し、今後１０年の流山市の構想

について、意見を頂くための場とした。  

基礎調査結果からは、首都圏における少子高齢化の影響や、

昼夜間人口比率が低いベットタウンであること、生産緑地

指定解除に伴う、他の自治体との地域間競争などが激化す



 

る可能性などを共有した。  

これは、人口が増えている流山市であっても、自治体経営

は厳しく、市街地・インフラの拡大があたり前の、右肩上

がりの時代とは違う視点も必要であることを、市民の方に

も考えて頂きたかった為である。しかしながら、設定した

テーマが大きすぎて、市民の方々が発言するための素材に

はならなかったことが反省点である。  

総合計画という、市の将来を考える良い機会に、市民の

方々が参画できるよう、しっかりとした課題整理と、きめ

細やかな発信を実施していきたい。  

 

●斉藤真理議員  

今回の議会報告会は、「次期総合計画」をテーマとした為

か、参加された市民の方々の見識が高く、それぞれのご意

見から、流山市の将来に深い関心と期待を持って下さって

いることが伝わってきた。  

さらに、お一人お一人が、「より良い街であり続けるため

の課題」についても、様々ご提案いただき、次期総合計画

策定に、より、市民の総意を盛り込んだものとするために

も、貴重な機会となった。  

反省点としては、質疑にもあったように、主催者である議

員が、市民の方たちに対し、「貴重なお時間を頂きお越し

下さっている」という認識を深め、会の内容についての事

前の情報発信や、会の進め方など、より多くの方が、「来

て良かった」と思っていただける議会報告会となるよう、

工夫していく必要があると感じた。  

 

●坂巻儀一議員  

初めての参加者を含めてでも決して多い参加数ではなかったが、

質問ならびに意見を申し出る参加者は多かったように思います。

テーマに関する質問も何問かはされたが、どちらと言うと自由闊

達なフリーディスカッションに望みたい参加者が多く見受けら

れました。  



 

 説明者である責務を感じてか、参加者の質問に対する応答や意

見が他の委員会メンバーよりも出過ぎた感があった事はバラ

ンスを考えた上でも私自身の反省点であると感じます。  

 

９質疑の中で、「後日、執行部に確認させていただく」と

お答えした内容についての答え  

 

Q．新川耕地について、インターチェンジから一定の圏内

は、物流倉庫に限られるという規制があるという話を

聞いるが、物流倉庫だけでなく、他の業種も入れるよ

うにしてはどうか  

 

A．  執行部に確認したところ、流山市都市計画マスター

プランにおいて、新川耕地の基本方針として、常磐

自動車道の北側で、主要地方道松戸・野田線の東側

に位置する区域については、「自然配慮型産業系土地

利用ゾーン」と位置付け、周辺自然環境や住宅地に

配慮した、産業・流通系父利用の形成に務めるとし

ています。  

この方針を受け、市では「市街化調整区域における

地区計画運用基準」を定め、土地利用者からの地区

計画の申し出により、産業・流通施設を誘致する施

設の設置を可能としています。  

その結果、土地所有者から、主に「物資の流通に係

る業務の用に供する倉庫、工場又は事務所」の建築

を目的とした地区計画の申し出があったことから、

市において地区計画を定め、物流施設が建築されて

います。  

一方で、主要地方道松戸・野田線の西側に位置する

区域については、営農環境に優れる「農業系土地利

用ゾーン」として位置付け、農地の維持・保全に努

めることとしており、農業以外の業種への活用は、

現段階では難しいものと考えます。  



平成３０年１１月１４日  

 

議会報告会報告書  

 

議会広報広聴特別委員会委員長  加藤  啓子  様  

 

 

議会報告会  ２班     

班長  小田桐  仙     

森田  洋一     

野田  宏規     

中川   弘     

大塚  洋一     

                    西尾   段  

戸辺   滋  

    

     

私の班は議会報告会を開催し、その概要は下記のとおりでした

ので、ご報告します。  

記  

１  日時  平成３０年１１月１１日（日）  

     午後２時～午後４時  

      

２  場所  北部公民館  第２会議室  

 

３  欠席議員  なし  

 

４  来場者数  市民来場者１４人  

       議員・職員  ２人  

 

５  報告内容   

新設小学校について、平成２９年度決算について  

 

資料１－②  



６  意見交換内容  

Ｑ  学校用地が事前にあったのに、なぜこんな事態になっ

たのか。議会のチェックはなかったのか？  

Ａ  市長判断。議会のチェックする案件ではない。  

Ｑ  新設小学校や中学校の事前資料が地元にしっかりと

説明されているのか？  

Ａ  地域住民にも説明をしていると聞いているし、今後も

働きかけていく。  

Ｑ  小学校と中学校のグラウンドを共有したほうがいい

のではないか？  

Ａ  提案として受け止めておく。  

Ｑ  議会ではランドセルの軽減に何か取り組んでいるの

ですか？  

Ａ  取り組んでいるし、改善している方向で進んでいる。 

Ｑ  木造にすることによる建設費のメリット、メンテナン

スのコストも示してほしい？  

Ａ  実施設計が提出された時点で確認したい。  

Ｑ  現地は今、文化財の発掘調査をしているが、建設スケ

ジュールに影響はないのか？  

Ａ  法改正もあり、問題はないと受け止めている。  

Ｑ  新設小学校の通学路で都市軸道路の横断には歩道橋

や地下通路が必要ではないのか？  

Ａ  すでに議論になっているし、今後も取り組んでいく。 

Ｑ  議会費や観光費に不用額があるが、無駄があるのでは

ないか？  

Ａ  広報公聴委員会での視察が、議会運営委員会の視察内

容と重なる事が多い事から、予算は取ったものの視察をや

めた結果。  

Ｑ  ふるさと納税は２課でやっていることは非効率。どの

程度寄付が入っているのか？  

Ａ  寄付総額の詳細は今後、確認したい。  

 

 



７  参加者から議会への要望  

・観光といっても江戸川台や運河にも目を向けてほしい。 

・市長など特別職における地域手当を廃止してほしい。ま

た来年４月で退職金が入る市外在住の特別職については

ふるさと納税にご協力いただくよう働きかけてほしい。  

・高齢者にも目を向けてほしい、年金でも入れるような施

設をつくってほしい。  

・高齢者といっても所得に格差があるので、たくさんもら

っている人には負担を求めるべき  

 

 

８  所感  

小田桐  仙：参加された方の半分は発言されなかったので、

どういう目的で、何を知りたくて、どこに興味を持って参

加されたのかが把握できず、残念。心の共有をどう図れば

いいのか、今後の研究課題にしたい。  

 

森田  洋一：①自分自身の反省として、わかりやすく、質

問をもっと引き出せる説明を、今後も心がける。②全体と

して、時間配分、進行、多くの人に発言の機会を設ける、

お互いのフォローなど良い点が多かった。     

 

野田  宏規：老若男女、多くの方々にお越し頂き、和やか

にも、活発な意見交換が行われました。説明員として参加

しましたが、もう一歩深い話をしてもよかったかと感じて

います。  

 

中川   弘：事情や経緯を知らない人に解り易く説明する

ことの難しさを発表者は感じたのではないかと思います。

そのための準備が少々不足していたように感じましたが、 

今後も私を含め議員自身の能力向上に向けた研鑽が必要

ですね。  

 



大塚  洋一：今回の議会報告会では１０数名の方がご参加

くださり、貴重なご意見を伺うことができました。ただ、

お越し頂いたにも関わらず、ご発言を頂けない方もいらっ

しゃったので、教室形式の配置ではなく車座のような席の

配置も良いのではと感じました。  

 

西尾   段：普段は男性の高齢者の参加が多い中、女性や

子連れの夫婦が参加して下さった事は市政を身近に感じ

てもらうためには嬉しい事でした。今後も若い世代に興味

を持ってもらえるような議会報告会を開催していきたい

と感じました。  

 

戸辺   滋：来場者数自体は決して多いとは言えない状況

でしたが、幅広い年齢層の方々に出席して頂けたものと思

います。当日は司会を務めさせて頂きましたが、意見交換

の際により多くの方が発言しやすいような雰囲気づくり

や配慮が必要であったと思いました。  



平成３０年１１月２２日  

 

議会報告会報告書  

 

議会広報広聴特別委員会委員長  加藤  啓子  様  

 

 

    議会報告会  ３班     

班長  西川  誠之     

菅野  浩考  

石原  修治     

海老原  功一    

森   亮二     

   植田  和子     

野村   誠     

 

私の班は議会報告会を開催し、その概要は下記のとおりでした

ので、ご報告します。  

記  

１  日時  平成３０年１１月１０日（土）  

     午後２時～午後４時  

      

２  場所  南流山センター  ホール  

 

３  欠席議員  無  

 

４  来場者数  市民来場者  １５人  

       議員・職員   ２人  

 

５  報告内容  

  ①南部地区の諸課題について・平成２９年度決算につ

いて  

  ②フリーディスカッション  

資料１－③  



６  意見交換内容  

 

市民：年間５０世帯規模で人口が増えている木地区の交通

対策が不足している。市に移管されていない道路には横断

歩道がなかったりする。また、六和クリーンセンターの解

体工事車両の経路も木のエリアに入っているため、交通問

題にしっかり取り組んでいただきたい。  

特に、接続道路のゾーン３０は積極的に推進してほしい。 

さらに、南流山と新松戸に暴走族の軍団ができたと聞いて

いるので、治安も含めて対策をしっかりやってほしい。  

 

議員：六和クリーンセンターについては、来年３月一杯で

解体工事が終了する。工事車両が入ってくる周辺住民から

様々な要望を聞き、一般質問でも２回にわたって、松戸市

から丁寧な説明をするように要望してきました。  

ゾーン３０は３年前に南流山７、８丁目で初めてで、１５

～２０年かけてやっとゾーン３０になりました。出来上が

った当初は、交通量も事故も減ったが、２～３年経つとな

れるのか、交通量が最初の頃に戻りつつあります。という

課題も聞いています。  

ぐりーんバスは、南流山・木ルートが１年前に開通しまし

た。木地区にマンションが増えて利用者も増え、１日平均

６７０人、収支率７３％、東深井ルートに次いで黒字ルー

トになり、来年４月には、南流山８丁目まで、延伸する予

定です。詳しくは１２月１６日に住民説明会があります。 

 

議員：ゾーン３０については、鰭ヶ崎地区でも地域それぞ

れの諸課題があり、意見が割れています。  

 

市民：土地区画整理事業の特別会計について、平成２８年

度より平成２９年度の方が予算が減っているが、たまたま

減ったのか。平成３０年度はどれくらいになるのか。  

鰭ヶ崎は周りに公園が出来ないし、道路は開通しないし、



いったい、いつ終わるのか。  

また、南部地区は高齢者が多く、医療体制に困っている。

認知症的な方も多い。市でも講習会を開いたりしているが、

現実的には地域のふれあい、地域支え合いがほとんど進ん

でいない。市で色々やっているのはわかるが一向に進んで

いない。  

 

議員：区画整理については、多くの方から意見を聞いてい

る。大枠は大体終わったが、目に見えてはまだ終わってい

ません。三本松の陸橋も出来たが、その下の鰭ヶ崎駅方面

に向かう細い道路はまだ整備不十分です。３．３．２号線

のレストランがあった場所に陸橋をかける説明会は実施

された。公園整備の遅れは、地域の地主さんとの話し合い

の中で進めているためです。あともう少しというところで

すが、地域の方の要望がまだ反映されていないため、県の

事業だが、市で出来るものはしっかりと整備していくよう

要望していきます。  

認知症対策については、社会福祉協議会と連携して進めて

いかなければいけないと思っています。  

 

議員：平成２８年度から平成２９年度にかけて８億円減額

になっている理由は、事業がほとんど終わっている地区も

出てきているためです。区画整理した土地がすでに売れて、

事業自体が残りわずかになってきていることから減額と

なりました。平成３０年度も平成２９年度とさほど変わら

ない予算額で事業が進められています。  

 

議員：市では、高齢者ごみ出し支援事業ということをやっ

ています。ニーズも増えて利用者も増えている。ご自身の

自治会でも対象者がいたら、ケアマネージャーに相談にの

ってもらうなど、自治会として申請する形態もとれると思

います。  

 



市民：私の会社は北柏にあり、柏市と流山市の公園のトイ

レの数に違いを感じている。流山市の例をあげると、大堀

川の公園は広大な敷地の中にトイレが１つしかないので

大変である。既存の公園にはトイレがない所が多い。  

新しい公園にはトイレを設置しているようだが、今後、公

衆トイレを増設する計画はあるのかお聞きしたい。  

 

議員：私は北部地区ですが、北部地区だけでなく、市民の

方から公園にトイレがほしいとの要望は沢山聞いていま

す。我が党は市民と一緒になってトイレの改修等を求めた

り、増設の要望を出しています。執行部は、新しい公園に

はトイレを造るけれども、既存の公園にはトイレは造らな

い方針をかえないとのことですが、諦めずに私たちは言い

続けています。今回、トイレ増設の要望がありましたので、

持ち帰り執行部へ要望していきます。  

 

議員：トイレの増設についてのご質問だと思いますが、流

山市の方針としては、近隣公園以上の規模の公園には基本

的にトイレを造る予定ですが、それ以下の規模の公園には、

防犯とか維持管理費等を考えると非常にきびしいとの考

えであり、流山市はどんどんトイレを増設していくという

のは、きびしい状況であると思います。ただし、市民の方

からまとめて要望が出てくれば、当然、市としても考えな

ければならないということもあるので、地域の声としてど

んどん挙げていくべきだと思います。  

 

議員：流山市には、現在、公園が３００箇所ぐらいありま

す。トイレに関しましては、維持管理費や防犯問題等、増

設に対しての課題もあります。４，５か月前の流山市の広

報の１面でも取り上げた、トイレ特集というものがありま

して、流山市としては、市民トイレ制度というものを取り

入れました。街中にあるコンビニ等に入って無料でトイレ

が使用できます。現在は、おおたかの森周辺ではあります



が、市としては、今後、普及していく方針です。  

市民：木地区で次々と公園がつくられています。大きな公

園としては南流山中学校のところにあり、今年も１カ所公

園ができて、来年にも更に１カ所公園ができる予定です。 

先程、近隣公園以上との説明がありましたが、それはどれ

くらいの規模なのでしょうか。  

 

議員：近隣公園は２万㎡規模の公園です。南流山中学校の

ところにある公園は９ ,２００㎡位だったと思います。こ

ちらの公園はお子様連れの方が多く、先日、都市計画課に

確認したところ、こちらの公園では地域の方々からのトイ

レ設置の要望はでていないと聞いています。先程、お伝え

しましたが、地域の方々からトイレ設置の要望を出される

べきと思います。  

 

※訂正とお詫び※  

 近隣公園の規模について、答弁で１万㎡とお答えしまし

たが２万㎡でした。訂正し深くお詫び申し申し上げます。 

 

市民：流山市は、特に大きな課題はないと思うが、開発に

より今後も人が増えていくと思うが、引き続き治安が良く

て住みやすい街にしてください。そこで質問ですが、私の

子どもが来年から小学校に上がるのですが、流山市の学力

は、他に比べてどのような位置にいるのか。学力に関して

どのような取り組みをしているのかお聞きしたい。  

 

議員：図書館の要望は、南流山地区は子育て世代が多く、

図書館の老朽化や児童館がほしいとの話を聞きます。  

南流山小学校は今年、校舎をグラウンドに増設して校庭が

狭くなり、グラウンドを広げました。本来、そこに地域交

流センターを増設する予定でしたが変更となり、小学校の

近くにできる予定です。地域交流センターができれば、図

書館の機能や児童館が入る予定です。  



 

議員：私が記憶する中では、千葉県内で小中学校共に、上

位３ ~５位の間に入っているとの報告があります。流山市

は英語教育にはかなり力を入れています。 ALT 体制や英

語指導補助員等の体制はしっかりと出来上がっています。 

議員：学校現場で取り組んでいることといえば、南流山の

方面でしたら、小学校と中学校が隣接していますので、小

中連携しています。一貫校ではありませんが連携して、切

れ目のないお子様の成長教育を促しており充実していま

す。また、パソコン、インターネット環境も充実していま

す。今後、国の方針でプログラミング教育が教育現場に入

ってきます。  

 

議員：全国的にいじめ問題もありまして、来年度予算にス

トップイットというアプリが導入されることになりまし

た。 SNS でいじめが盛んになっており、アプリを使って

体験したり、学校なり、アプリと連携している保護者と携

帯で通報・連絡ができるようになります。  

 

市民：質問というか、様子を聞かせてほしいのですが、私

の甥っ子が松戸の観光課にいまして、オリンピックで、ド

ミニカ共和国を受け入れます。流山市はオランダとのこと

ですが、流山市の議員の方々は、オリンピックにどう関わ

っているのか、お聞かせください。  

 

議員：たとえばオリンピックの前にデモンストレーション

という競技をやるのですが、流山市発祥のヘルスバレーを

取り入れる一般質問をしたり、仕掛けを市に提案すること

を、主にやっていると思います。また、市の提案に対して

協力し合ったり、市議会議員が提案したものに対して、予

算権を持っているのは市長でありまして、「うん」と言わ

れない限りは実行できない苦しい面はあります。  

 



議員：私はもともとバレーボールを中学からやっていまし

た。流山に来て子どもたちがサッカーをやるようになり、

サッカークラブの会長をやっていました。それで、オリン

ピックのボランティアヘルパー、通訳も含めて申し込みを

しています。９月２３日から５日間、オランダの女子バレ

ーボールチームが合宿をしましたので、応援、お手伝いを

しました。今後も手助け、ヘルプができるよう考えていき

ます。  

 

議員：現状、議員が関わっている部分は今のところないと

いうのが現状です。今後できる事といったら、２０２０年

のオリンピック・パラリンピックに向けて、どういう姿勢

で流山市はやっていくのか、私自身も考えながらまた、市

民の方々の意見も聞きながら、どのような方向性で成功さ

せるのかをしっかりと考え、行政に訴えていき実行してい

くのかだと思います。  

 

議員：我々市議会議員としては、オリンピックには関わっ

ておりません。ただし、オランダということで誘致をして、

まだ、どの競技が来てどのようになるのか決まっていませ

んが、おそらく前回来たバレーがくるだろうと思います。

私の会派では、先月北海道に視察に行きました。道内や関

東エリアから来て合宿をやっている街であります。  

その体育館は流山市のキッコーマンアリーナと同じくら

いの立派な体育館ですが、色々な誘致をするにあたって、

特に外国人等は、トイレを造ってくれ、ベットを大きくし

てくれ等、色々な条件が出てくるそうです。  

先日、市長と話す機会があり、流山市に当てはめた場合、

最終的には流山市はどれくらいの負担がかかるのかと聞

きましたら、「負担はかからない」との答弁がありました。  

最終的には国からいくらもらったから、ということがある

のでしょうが、まだ、相手国と話をしていないので、もう

少し待ってください。とのことでした。これから先、オラ



ンダ大使館に行って、またはっきりしたら皆さんにお伝え

できると思います。  

 

議員：私は１９６４年、東京オリンピックの年に生まれま

した。私が一番大切だと思っていることは、パラリンピッ

クの選手団だったとしたら、情報のバリアフリー化、環境

のバリアフリー化がすごく大事なことだと思っています。

そういった部分で取り組んでいければと思っています。  

 

議員：オリンピックの当初の目的は、東日本大震災の復興

目的があって、この地域でも我孫子市が液状化で苦労した

り、私たちもホットスポットと放射能で苦労したこともあ

ります。近隣市６市合わせて、聖火ランナーのコースを誘

致できないかと、近隣市と連携しましたが、その後、報告

がなく難しいのかなという雰囲気はあります。２０２０年

に向けて、私たちも引き続きできること、やれることがあ

ったら、皆さんと共に考えていきたいと思っています。  

 

７  参加者から議会への要望  

「要望１」木地区の横断歩道の設置場所については自治会

からも要望を出しているが、特に江戸川寄りの区域に横断

歩道が全くない。住民も疑問を持っているから対応してい

ただきたい。  

 

「要望２」南流山中学校のところにある公園は、近くにコ

ンビニ等の店舗がなく、防災の集合場所になっているので、

是非トイレを設置してほしい。  

 

「要望３」流山市に２０年住んでおり、江戸川台に１５年、

その後、一軒家を構えて現在、南流山に住んでいます。  

北部に住んでいる時は、森の図書館やプール等があり利便

性が良かったが、南流山は人口が多いわりに大きな公共施

設がないので、難しいとは思うがほしい。  



 

８  所感  

「西川  誠之」  

 今回の議会報告会は、市民１５名の参加を得て、南部地

域の諸課題と平成２９年度の決算報告を中心に活発な意

見交換を交えて、時間一杯話し合い、報告が出来たと感じ

た。南部地域の諸課題を上げたが、子育て世代（３０～４

０代４名）からは、公園でのトイレ問題や子育て環境につ

いて南部地域を充実した地域にしてほしいなど、切実なテ

ーマの意見があった。高齢者（参加者１５名中６０歳以上

が８名）からは、緑環境の減りつつある状況を改善してほ

しい、決算については他市比較などを準備してほしいなど

の要望があり、他地区での報告会でも同じ状況と理解した。 

 松戸市との市境の道路改修の件は、大きな課題とはなら

なかったが、今後のテーマであろう。  

本年１０月に行われた「２０１８女子バレーボール世界

選手権」の開催に先駆け、オランダチームの合宿練習が本

市で行われ、中学女子選手たちへの指導が実現し、その延

長線上に、日本での２０２０オリ・パラ開催時に、オラン

ダチームなどの本市での何らかの活動が期待出来ればあ

りがたいと実感した。自分自身も機会があれば、ボランテ

ィアとして通訳他、雑用でもお手伝いできればと期待して

いる。  

 

「野村  誠」   

 今回の議会報告会では、「南部地区の諸課題について・

平成２９年度決算にについて・フリーディスカッション」

のテーマについておこなったこともあり、南部地区の要望、

ご意見が多かったが、市内のトイレ設置の要望や、高齢者

ふれあいの家や地域支え合い活動などの高齢化の問題、オ

リ・パラへの取り組みなど幅広い意見交換ができたと思い

ます。今後は、いただいた意見、要望等は委員会でどのよ

うに取り組んだのかを発表することも必要であると思い



ました。会場に関しては、大ホールでは広すぎるため、５

０人程度収容の会議室を借りた方が良いと思います。  

 

「植田  和子」  

 このメンバーでは最後となる議会報告会で、それも最後

の会場が大ホールとなってしまい、正直どうなることやら、

不安でした。しかし、そんな不安は全く必要ありませんで

した。市民の方からの様々なご意見、ご要望は、南部地区

に限らず、どの地区でも共通する内容のものばかりで、う

ちの会派で取り組んできた内容は、やはり市民要望からず

れていなかったと、あらためて再確認できました。  

自信をもって、これからも取り組んでいきます。  

とても有意義な意見交換の時間でした。  

 

「森  亮二」  

 現代世代（４０～５０代）の男性参加者が多いことが特

徴的でした。そのような方から「流山市における教育の取

り組み（特徴的なカリキュラム）」のご質問があったこと

は、議会報告会がその方にとっても重要な位置付けに置か

れているのだと確認できる機会にもなりました。  

と言うのも、自らの経験から踏まえても現役世代の方々は、 

新聞情報などマスメディアから情報収集を行う傾向が強

く、自ら住む街における行政情報への関心はあまり高いも

のとは言えません。そのようなことからすると、議会報告

会は行政・議会情報の発信機能の強化という面の充実も大

切な視点になるかと思います。  

 

「石原  修治」  

 今回の議会報告会は今までの報告会と少し違った感覚

を受けました。初めて参加された方、自分の住んでいる地

域の課題や要望、年代別の諸課題等を簡潔明瞭に提議して

いただき、その質問に対し議員が答える。言葉のキャッチ

ボールがあったと感じています。アンケートを拝見しても



各お一人お一人がしっかりとコメントを記入され、非常に

感謝しています。その中には、報告会の資料を事前にホー

ムページに載せることはできないか、とのご意見もあり、

検討に値するご意見であると思います。  

  

「海老原  功一」  

 今後、市民の皆さんからの貴重なご意見や要望を真摯に

受け止め、取り組んでいく訳ですが、今回の議会報告会の

中で、私が答弁した、２０２０年オリンピック・パラリン

ピックのホストタウンとしての流山市の負担については、 

今後、はっきりしたら皆さんにお伝えしたいと思っていま

す。  

 

「菅野  浩考」  

 今後、議会報告会後の処理について議論を交わす必要性

を感じます。ただ報告会をやりっぱなしではなく、議案と

同じく、本会議で「報告第○号、議会報告会に関する報告」

として公式に上げ、議案と同じで議事録に保存する。議会

報告会を自分たち議会の最大の武器として、議場において

執行部に説明することが重要ではないか。更なる議会報告

会のあり方の議論が必要だと感じる。  



平成３０年１１月２２日  

 

議会報告会報告書  

 

議会広報広聴特別委員会委員長  加藤  啓子  様  

 

 

議会報告会  ４班     

  班長  中村  彰男     

徳増  記代子    

秋間  髙義     

青野   直     

楠山  栄子     

阿部  治正     

笠原  久恵     

    

    

私の班は議会報告会を開催し、その概要は下記のとおりでした

ので、ご報告します。  

記  

１  日時  平成３０年１１月１０日（土）  

     午前９時３０分～午前１１時３０分  

      

２  場所  初石公民館  講義室  

 

３  欠席議員  無し  

 

４  来場者数  市民来場者  １８人  

       議員１人・職員１人  

 

５  報告内容   

（１）（仮称）三郷流山橋・新設小学校・市有地活用につて  

（２）初石駅東口改札などの地域課題について  

資料１－④  



 

６  意見交換内容  

（１）（仮称）三郷流山橋・新設小学校・市有地活用について  

 

①新設小学校について  

（市民）市民から様々な意見が上がっています。場所は他になか

ったのでしょうか。流山市の子どもの数はまだ増えるのですか。

（議員）以前は学校用の用地はあったが地権者に返してしまいま

した。子どもの数が増えて既存校も大規模化しています。私は新

設校は過大化を避けるために分校を作るべきだと思っています。 

（市民）市はおおたかの森小中併設校でずいぶんお金を使ったが、

今回また７６億円をかけると言いいます。実施設計も始まってい

るようですが、その基本コンセプトはどのようなものですか。  

（議員）７６億円は概算ですが、減ることはないだろうと思いま

す。国と県で１６億円支出、流山市負担が地方債４８億円、一般

会計から１２億円とされています。  

（市民）設計会社はどこですか、全部木造になるのですか、木材

は国産ですか、教育内容はどのようになるのですか。  

（議員）今は資料を持っていませんので、調べて後日回答させて

頂きます。  

（市民）学区がどうなるのかという問題や都市軸道路を渡って通

学する子どもたちが生じる問題があります。小学校に続いて新設

中学も出来ると聞きます。大きな問題なので市民の要望を聞いて

事業を進めてほしいと思います。  

（議員）子どもが通う学校が異なると保護者の付き合いがなくな

るという問題があります。加入している自治会は同じなのに、道

路一本隔てると住民同士も疎遠になる現実があります。新橋の通

る地域でももあり、住民間の交流が必要だと思います。  

（議員）新設校の近くには西初石小中学校やおおたかの森小中併

設校もあります。学区の編成は大変となると思います。おおたか

の森小中併設校が出来たときに加えて、２回転校を余儀なくされ

る子どもたちが出る可能性もあります。保護者が納得できる通学

区にしなければならなりません。学区割りに対する市の説明はま



だ確定されたものではないので声を上げてほしく思います。  

（市民）中学校も新設される予定と聞きますが、新設中学校は西

初石中学校の隣りです。子育てしやすい流山と言われてきました

が、今はとんでもない方向に向かっていると思います。学校の配

置などを全体的に見直さなければならなりません。おおたかの森

小中併設校の位置づけを再度見直して考える必要があると思い

ます。おおたかの森小学校を二つに分けるなども検討すべきです。

このままでは一番子育てしにくいまちになってしまいます。流山

のまちづくりは、おおたかの森地区を中心に考えるのではなく、

学校を中心に考える必要があると思います。  

（議員）市民の皆さんの意見を聞いて、私たちも流山市の将来を

見据えた議会活動をしなければならないと痛感しました。  

（議員）新設校が大規模校１校になるなどの問題の背景には、人

口推計を見誤ったことがあります。また、新設校は通学距離が遠

いと言われますが、既存校でももっと遠い学校もあります。  

（議員）市街化調整区域でまとまった土地が大畔地域にしかなか

った事情もあります。  

（議員）学校用地については、かつては、南流山駅周辺で小学校

一校分、中学校一校分を確保していた時代もあります。  

 

②（仮称）三郷流山橋について  

（市民）最初の計画では平面道路でしたが、地域住民の側から高

架にするべきと提案した経緯があります。無料化を要求していま

したが、いつ着工になるかわからないということもあり有料にな

りました。有料にしたのでは新橋の利用者が増えず、交通渋滞の

緩和になりません。有料だと良くても１日７千台しか利用されな

いでしょう。今以上に混雑することは防げるかもしれないが、大

きな渋滞緩和にはならないと思います。橋のデザインも問題です。

外環の新三郷はデザインが綺麗です。どういうデザインの橋がで

きるのかを、都市建設委員会でも見守ってほしいと思います。新

橋が出来ることによる経済効果は大きなものになるのですから、

完成するまでは有料、完成してからは無料にするという方法もあ

ると思います。  



（議員）配布した資料の図面に、A 地点から見た高架のイメージ

図を添付しています。三郷や越谷に出来た商業施設などの経済効

果は極めて大きいものがあります。新橋ができると流山から埼玉

側に行く人が増えるでしょう。おおたかの森周辺の商業施設など

が太刀打ちできるかどうか心配です。  

（市民）自分の家は新橋に一番近い家になってしまいます。今で

も風と埃はひどく、その上に高架ができると家の中が高架を走る

車から丸見えになってしまいます。高架になる地域の通称は溜田

と言います。地名からも分かるように地盤は軟弱で、高架になる

とどれだけもつか心配です。これまでも４回水害に遭っています。

ひどいときは水位が８０センチとなり、１３台の車が水に浮きま

した。高架になる予定の周りが空き地になってしまっています。

草ぼうぼうになっていますが、草を刈ると風が直接当たるように

なり、埃が立つ状態です。近くに住む者は高架に不安を持ってい

ます。隠れるところがありません。高架を提案したことを今は後

悔しています。  

（議員）高架には防音装置も設置される予定です。  

（市民）高架のデザインはまだ明らかになっていないはずです。 

（市民）新橋の事業は県の仕事であり、市民から市に意見を言う

が回答は県からくるもどかしさもあります。  

（市民）高架の南側、日の当たる側はガラスにすれば良いと思い

ます。トラックの目線部分には線を入れるなどの目線対策も必要

です。  

（議員）この場ですべて議論し尽くすことは出来ないので、別の

機会に市民の皆さんと連携をとるべく議論をしたいと思います。 

（市民）数点、聞かせて下さい。①中央消防署予定地の地質調査

をやる予定と聞きますが確実ですか。②初石駅の周辺の道路の拡

幅の予定はないのですか。③市有地の横のアーバンパークライン

の踏切は存続するのですか。④８丁目の交差点が混んでおり新橋

が出来ると便利になりますが、３５年の開通予定について三郷側

の準備どうなっていますか。⑤料金所はどこになるのですか。⑤

野田方面から新橋に向かう道路に乗るには茂呂神社のところか

ら入るしかないのですか。  



（議員）①もともとは小学校より消防署の計画が先でした。今は

小中学校の建設計画が進んでいるので消防署はもっと後になる

と思います。②通勤・通学者が通るには確かに危ない道路環境だ

と思います。しかし道路拡張の話しはまだ出ていません。出てい

るのは橋上駅舎の話だけです。③議員としても検討していきたい

と思います。④三郷側も流山と同じく３５年開通予定で進めてい

ます。⑤茂呂神社側からしか乗り入れることは出来ません。  

 

③市有地活用について  

（市民）おおたかの森駅北口市有地の開発でホールができるが、

相当の維持管理費用がかかります。多くの利用が見込めなければ

市の負担となるのではないですか。  

（議員）流山市の直ぐ近くにはバンケットの設備は日本閣にしか

ありませんでした。こういう施設は流山市民の念願でした。しか

し近隣には同様の施設があり、その意味で課題はあります。今後

の動きに注目したいと思います。  

（議員）ホテルは来年に開業となります。ホールは５００人が入

れます。しかし、市民の皆さんに知って頂きたいのですが、駐車

場はありません。当初１０台分だけの計画だったのを２０台分に

増やしました。市は、近隣の１００円パーキングを使って欲しい

という意向です。  

 

（２）初石駅東口開発などの地域課題について  

（市民）運河駅、江戸川台駅、豊四季には駅前広場があります。

それは当初から駅前をどうするかの計画があったからです。初石

駅前についてはそういう都市計画的な構想がありません。そうで

ある異教、橋上駅舎の計画は止めたほうが良いと思います。狭い

駅前に多くの人が集まるところでは工事が難しいと思います。初

石駅での東口開発は交通事情などに混乱をもたらします。  

（議員）ご指摘のような課題は多いと思いと思います。  

（議員）しかし初石駅東口開発などには多くの住民の署名が集ま

っています。住民の思いが詰まった署名です。駅前の交通事情は

考えるべきだと思いますが、開発は無しということにはならない



と思います。  

（議員）最近は東武鉄道株式会社の方から改札設置などの計画に

歩み寄っていいます。  

（議員）ご指摘のような都市計画上の課題が存在することを念頭

に置いて開発を進める必要があるとは思います。  

（市民）３５年くらいに目途をつけるということだろうと理解す

します。新川耕地で拡張されつつある物流センターとの関係で交

通量が増える事をどう考えますか。  

（議員）橋上駅については東武鉄道はおカネは出さないと思いま

す。数十億円は流山市の負担となる可能性があります。  

（市民）他の駅の例を見ると、豊四季駅は使いにくい構造になっ

ています。初石駅の橋上化については柏市との話し合いも必要に

なると思います。  

（議員）今日では、鉄道駅舎はバリアフリー化が前提です。駅舎

本体の建設費用は別にして、駅舎のバリアフリー化に要する費用

については、条件を満たせば国が３分の１の負担をすることにな

っています。  

（市民）私の仕事上の知識から言うと、負担割合は地域によって

違うと思います。東武鉄道はおカネは出さないと言われますが、

市民が請願をするときに負担を求める必要があります。  

 

（３）その他の課題について  

（市民）三輪野山地区の水害対策についても考えて下さい。２０

０８年に９７ミリの雨が降り、水位が８４センチに達して、業者

を頼んで水を抜いたことがあります。同じような水害がまた起き

るのではないかと心配です。２月の『市議会だより』で今上落に

ついての陳情の記事が出ていましたが、前池の問題はぜひ進めて

ほしいと思います。  

（議員）市議会で採択された陳情に対する県からの返事は聞いて

います。今上落の草刈りは県に頼んで実施しました。今上落の問

題は今後も追跡をしたいと思います。  

 

７  参加者から議会への要望  



①新設小学校の建設にあたっては、学区割り変更による保護者や

子どもの負担増や通学路の安全性確保などへの対策を検討して

下さい。大規模校がもたらす弊害を軽減する対策を考えて下さい。 

②（仮称）三郷流山橋の架橋については、高架構造がもたらす直

近住民への負担について考えて下さい。また橋のデザインがどう

なるのか、高架上からの目線対策等を都市建設委員会でも見守っ

てほしいと思います。  

②初石駅前の開発や改札口や駅舎をどうするかは、長期的な都市

計画と一体の形で考えて下さい。  

③初石駅前の交通量が新川耕地の物流センター稼働の影響で増

大することに対して対策を考えて下さい。  

②今上落の前池の問題はぜひ進めて下さい。  

 

８  所感  

 

楠山栄子  これまで参加した議会報告会は、高齢者の参加者が多

く、若い人が少ない傾向がありましたが、今回は若い方もちらほ

ら見えて、新鮮な印象の報告会でした。  

 また、今期最後の議報告会でしたが、非常に穏やかで、教えら

れることの多い意見交換で、市民と議員が互いに切磋琢磨する議

会報告会を予感できる報告会だったと思います。  

 

笠原久恵  今回、４班議会報告会は、様々な諸課題の説明をし、

市民の方々のご意見をお聞き致しました。  

  私は、初石駅東口橋上改札口と自由通路について説明をさせて

いただきましたが、橋上改札口ができることによっての人の流れ

や車の流れについての不安の声をいただきました。  

そのほかでは、（仮称）三郷流山橋予定地周辺の市民から風や

ほこりについてのご意見やおおたかの森の私有地活用事業につ

いては、ホテルやホールの利用者の見込みなどのご意見をいただ

きました。  

議会報告会の議論の進め方をワークショップ形式にすれば、参

加者の多くの人が発言できるのではないかとの提案もいただき



まいた。今後検討したいと思います。  

市民から直接、委員全員でご意見を伺える貴重な機会となって

おりますのでこれからもより良い形にして、持続して参りたいと

思います。  

 

秋間髙義  今回の議会報告会は、テーマが、地域に密着していた

ことや、興味・関心をひく課題でもあり、多くの市民の皆様のご

参加をいただくことができた。  

また、参加者から活発な発言があり、様々なご意見やご要望を

いただき、有意義な意見交換を行うことができた。  

 

阿部治正  議員が行ったテーマに沿った報告に対して、参加され

た市民の皆さんから多くの具体的な意見や提案が返される良い

議会報告会になりました。一方通行やすれ違いにならない、よく

噛み合った、生産的な意見交換や議論ができたと思います。数年

間続けてきた議会報告会も、議員と市民の双方の成長もあって、

徐々に成果をあげつつあるのかなと感じます。この雰囲気を大切

にしつつ、さらに稔り多い議会報告会を目指せれば良いと思いま

す。  

 

青野直  議題については、各説明者から別添資料にもとづき端的

に要領よく３０分弱で説明をし、意見交換の場を約１時間３０分

を利用した議会報告会と致しました。その結果、参加者からは普

段考えていたことを存分に発表し、賛成権を持つ議員と率直に語

り合ったことに満足を致しましたとの状況で閉会することが出

来たことは良かったと考えております。  

しかし、小中学校の児童・生徒数の見通しの甘さや、学校建設

に至った経過、資金面、コンセプト等々議論を重ね、その情報を

市民へ情報提供をすべきではないかと指摘もありました。  

特に、小中学校の建設では、おおたかの森中学校をおおたかの

森小学校として、中学校を新設する等の議論はあったのか等、市

民の中広い意見を聞くことが出来、今後の行政運営に色んな角度

から参考にしていきたいと強く感じました。  



その他、初石駅東口の問題や、越谷・流山線バイパス整備事業

等々、本市の中央地区の課題が数多く重なっており、市民との意

見交換を重ねていくことが大事であると強く感じました。今後の

議員活動に生かして参りたいと考えています。  

 

徳増紀代子  テーマごとに現在の進捗状況や問題点などを報告  

それに対して参加者の市民の方から質問など頂き大変有意義な

議会報告会だったと思います。  



１１月１１日(日) １１月１１日(日) １１月１０日(土) １１月１０日(土)

午前9時30分 午後2時 午後2時 午前9時30分

～11時30分 ～4時 ～4時 ～11時30分

１班（総務） 2班（教育福祉） ３班（市民経済） ４班（都市建設）

生涯学習センター
（流山エルズ）

北部公民館 南流山センター 初石公民館 合計

13 14 15 18 60

1 2 2 2 7

14 16 17 20 67

11 13 15 17 56

男性 7 5 11 13 36

女性 1 4 4 2 11

未記入 3 4 2 9

79% 81% 88% 85% 84%

北部 2 3 2 7

南部 2 3 5 7 17

東部 3 1 1 5

中部 1 2 3 3 9

不明 3 2 5

市外 2 1 3

未記入 6 4 10

～１０代 1 1

２０代 1 1

３０代 1 1 1 1 4

４０代 1 3 3 3 10

５０代 3 3 2 2 10

６０代 2 4 3 5 14

７０代～ 4 2 5 4 15

未記入 1 1

何を見て参加されましたか（複数回答可）

広報ながれやま 4 4 9 12 29

市議会だより 1 1 3 2 7

チラシ・ポスター 5 3 1 3 12

ホームページ 1 2 2 2 7

その他 3 5 3 2 13

未記入 1 1 1 3

会場

来場者数（市民）

　アンケート回答総数

内訳

第17回議会報告会　アンケート集計表

来場者数（議員・職員）

合計来場者数

班（常任委員会）

開催日

お住まい

市内

年代

アンケート回収率
（回答総数／合計来場者数）

資料２－①



１１月１１日(日) １１月１１日(日) １１月１０日(土) １１月１０日(土)

午前9時30分 午後2時 午後2時 午前9時30分

～11時30分 ～4時 ～4時 ～11時30分

１班（総務） 2班（教育福祉） ３班（市民経済） ４班（都市建設）

生涯学習センター
（流山エルズ）

北部公民館 南流山センター 初石公民館 合計

　議会報告会について　（複数に○をつけている場合は、どちらともいえないにカウント）

分かりやすい 5 5 8 12 30

分かりにくい 2 3 2 7

どちらともいえない 1 3 5 2 11

未記入 3 2 2 1 8

ちょうどよい 7 6 11 14 38

長い 2 2

短い 1 3 1 2 7

未記入 3 2 3 1 9

ふつう 5 6 9 13 33

多い 1 5 3 1 10

少ない 2 1 2 5

未記入 3 2 2 1 8

分かりやすい 3 7 6 12 28

分かりにくい 1 1 2 4

どちらともいえない 5 4 5 2 16

未記入 3 1 3 1 8

評価する 7 9 13 12 41

評価しない 1 1 2

どちらともいえない 2 4 6

未記入 3 1 2 1 7

開催日

班（常任委員会）

議会報告会の評価

資料の内容

説明時間

資料の量

説明内容

会場



第17回議会報告会　アンケート集計（グラフ）

北部
13%

南部
30%

東部
9%

中部
16%

不明
9%

市外
5%

未記入
18%

お住まい

～１０代
2%

２０代
2% ３０代

7%

４０代
18%

５０代
18%

６０代
25%

７０代～
26%

未記入
2%

年代

29

7

12

7

13

3

0

5

10

15

20

25

30

35

何を見て参加したか（複数回答可）

男性
64%

女性
20%

未記入
16%

性別



分かりや

すい
54%

分かりに

くい
12%

どちらと

もいえな

い
20%

未記入
14%

説明内容

ちょうどよい
68%

長い
4%

短い
12%

未記入
16%

説明時間

ふつう
59%

多い
18%

少ない
9%

未記入
14%

資料の量

分かりや

すい
50%

分かりに

くい
7%

どちらと

もいえな

い
29%

未記入
14%

資料の内容

評価する
73%

評価しな

い
4%

どちらと

もいえな

い
11% 未記入

12%

議会報告会の評価



1

2

3

4

1

2

3

4

5

アンケート集計表  

　　【　議会報告会に対する意見　】

１班　（会場：生涯学習センター（流山エルズ））

・途中からフリーディスカッション的になった。２部制にして、１部は総合計画に絞ったQ&Aにす
る。
２部はフリーディスカッション。議論が散漫となった。本来のテーマに関して議論が不足した。
・資料の内容については、見にくいところがあった。総合計画策定において、市民参加をもっと
勧めるべき。情報公開もっと。市当局も。

２班　（会場：北部公民館）

途中からの参加で説明内容は判りませんが、報告会もこれからも続けるべきと思います。

策定に向けてポイントがよくわからなかった。

意見交換の場がもう少し継続して見えると良いです。

・若い方の参加者がもっと多いと嬉しいです。
・もっとフランクにお茶でも飲みながら、話したい。発言しづらい。

２９年度予算関係の説明は難解でした。

話が脱線することが多かった。

・目の前に対峙する形で市議会議員の方が話すのはよいと思う。一方で同じ人ばかりが話す雰
囲気はいまいち。新しい住民の声をとりこむ動きをしてほしい。ベッドタウン化の課題の解決策
に投資が弱いのでは。
・（取り上げて欲しいテーマとして）流山の３０年後の予測

新設小中学校について校庭の共有や都市軸道路の横断についての安全対策の意見など、たく
さんの意見交換され、回答についても分かりやすかったです。平成２９年度一般会計決算につ
いて、観光費や議会費の不要費の質問や、ふるさと納税についての意見もあり、勉強になりま
した。高齢者に優しくしてほしいとの意見も切実さを感じました。

資料２－②
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３班　（会場：南流山センター）

友達にさそわれて初めて参加しましたが市の事が少し分かって参考になりました。おもしろかっ
たです。

こういう報告会は大変良いと考えます。これからも続けて下さい。

・マイクでの音声はこの会場では市民側からは難しいと思います。要改善。午前中はたとえば
鉄道事業者と市との負担、木造建築物の設計などその道の専門家からの質問に対し、午後は
市民目線、生活に根ざした質問が多かったように思います。多様な市民の方からの意見の受
けとめ、充電する機会、今後ともよろしくお願いします。特に南部は忍びよってくる高齢化の課
題で、先輩格の北部と東部の話を紹介されてみて下さい。年寄りは教えられるのは嫌いですが
…。
・午前・午後ともにそうですが、市域を越えてが特に流山では大事かもしれません。

市議会議員さんのご苦労を目の当たりに見て、本当にありがとうの言葉をおかけしたい気持ち
です。こんなに勉強されているとは知りませんでした。

せっかくの準備に対して参加者少ないのは残念。開催の広報もう少し工夫したらどうでしょう
か。（例）自治会長宛、個別案内など。

・南部地域に関心の深いところは別紙で説明いただけたんぼで良く理解できた。
・南部地域にほぼ限定しての質疑にして欲しい。（多くの人がいて発言機会がなくなる）全体の
話は資料配布のみで可。行政発信は不要だから議員としてのテーマを提示して欲しい。（あげ
られている問題点で良い）

・多様な課題に対応ありがとうございます。
・決算審査報告において「だから、すばらしい必要なんだ…」etcは他市との比較もあるべきか
と。
例；野田市、三郷市、松戸市（江戸川流域）、柏、つくば市（つくばエクスプレス線域）を思考しま
した。
・エリア別（東西南北etc.）での活動と未来への方向性がありますが、それぞれに行かないと見
えないのでは!?それぞれに連携するために各エリアで他エリアの案内表現もあればよろしいの
では！また、歴史の土台である「江戸川」を中心に流山市の歴史があるべきで、花火大会、サ
イクリング、サッカー場のみの案内から「人々の生様もあるべき」を示し、未来へ！

・皆さん熱心に質問に回答いただき、とても好感を持てました。
・引きつづき、今回のような会で情報発信いただけると一市民としてはありがたいと感じます。

進行についての確認をきちんとしており、分かりやすかった。
・資料の確認、進め方など
・細かな数値などは後ほど広報で報告
・野次や拍手等はお控えください
・録音や写真を撮ることへの許可（参加者へ）

・参加者向けに希望者には事前に資料を閲覧でき、質問事項を予め用意できればもっと参加
者も増え、議会への興味も増えると思います。
・過去に報告会で受けた質問、それに対する返答、取り組みの現況等の資料があるとよいと思
います。
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・データに基づく経緯説明が欲しかった。
・行政サイドも（本来の）データ提案が少なく評価のしようがない。

20名ほど参加したが、発言できた人は数名にとどまっている。ワークショップ方式など、全員が
参加できる工夫をして欲しい。

とても丁寧に説明いただき参考になりました。ありがとうございました。

身近な話題が多く議員と市民のコミュニケーションとして良い機会なので、ぜひ続けて欲しい。
ありがとうございます。

説明はていねいになされてた。

紹介されたプロジェクトについて歴史の一面（方針、姿勢時点のものから完成間近のものま
で）、市内外の先行例の功と罪、競争相手の動向、事業主体と費用分担など勉強になりまし
た。ありがとうございました。

４班　（会場：初石公民館）
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３班　（会場：南流山センター）

２班　（会場：北部公民館）

・市内のトイレ問題について話がありました。これからも市民の声を集めて議論をすべきと思い
ます。
・高齢者の増加が予想されますが、病院不足の声がありました。在宅介護の見直しも考えなが
ら、市民と議論頂ければと思いました。

資料の共有、資料を見る目、市民と議論をし、ステップアップしたいとのまとめ、良かったと思い
ました。

出来るだけ議員立法を提出して頂きたい。

議会の報告書面を見ると、議員の方々が任期中に多くの問題について提議されているとは思
いますが、任期中この一点はやり抜くという姿勢が全く見えません。井崎市長が将来の目測が
できない人だとわかったなら議会がもっと頑張って欲しいです。

・議員立法に古い「性善説」での条例が多く現実の世情に合致してないので、各議員は流山市
の条例はもとより、地方自治法等も一部改正して頂ければうれしいです。
・議員の一般質問の時間が40分から30分に短縮されている。民意に対する。（してはならない）
市民の代表ですから。

今後とも総合計画の情報を議会サイドで発表してください。

市長が代表となっている流山消防団の違法行為について。市の組織である消防団のその分団
である第２分団が流山１丁目～４丁目の住民から１世帯当り月２００円を活動費として受け取っ
ている。この違法行為を即刻やめさせてほしい。市長の責任も追及してほしい。

アンケート集計表　

　　【　議会に対する意見　】

１班　（会場：生涯学習センター（流山エルズ））

二元代表制の役割を総合計画の策定においてもしっかりはたしてもらいたい。

目指すべき「流山市の都市像のターゲット」とは。市民共有できる姿を展望ともに示せるように。

・各会派の集会は興味あり周知をいただきたいが、会派毎にチラシが出てくるのにのせていた
だくこともOK。私は流政会の会合に一度参加した経験あり。各議員の方々も市民との触れ合い
が多い方が、やりがいや頑張り甲斐につながると考えます。
・特色がないという意見もあったが、あまり無理することはないと思う。
・どんな街づくりをするのか。
①住み心地良い；グリーンベルト、インフラ整備、安全な街づくり、上下水道、公園、ゴミ
②みんなが幸福になる；助け合う、イベント盛り上げ、自治体や観光、外国人のうけ入れ、サー
クル活動、福祉サービス
これらを実現するための税収やコストパフォーマンスはどうあるべきかを考えていく。
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「江戸川新橋道路問題について」
　新橋道路地元協議会の住民側メンバーの一人です。当初、当局のジェットコースターの様な
平面道路計画から、住環境に影響の少ない高架道路計画を提案し、変更をさせました。
そして現在、高架道路計画で工事が開始されている事はご存じの通りです。
地元住民としては、市民のために通行料の無料化を提案してきましたが、それでは完成までに
大幅な年数が掛かるという政治的な判断で、有料化やむなしという市当局および市議会の賛成
で、暫定2車線で有料化が決定しました。料金は乗用車1台150円でも、交通量は計画１日
33,800台の2割、1日7,000台程度でしょう。有料化により、当初の狙いだった現流山橋道路の混
雑は解消しないでしょう。渡るのに時間が掛かるのも変わらないでしょう。しかし、現状の混雑以
上になることは避けられるでしょう。

　さて、次に住民側が要求していることは、最新の高架道路ということです。常磐高速道路の防
音壁のような工場地帯・商業地帯のデザインではなく、外環の新三郷の高架道路のような美し
く、流山の街に調和したデザインを要求しております。しかし、未だ回答は出ておりません。
都市建設委員会の皆さまは、江戸川新橋道路がどんな形になるのか、どんなデザインになる
のか注意深く見守って頂きたい。そして、市民が誇れる新橋道路になるようご支援を頂きたい。

　(追記）
　新橋道路を早く建設する為に有料化は止むなしとした政治判断を認めて、出来るだけ早く４車
線を完成させることが必要です。しかし、無料化にして大量の車両を通すようにした方が、日本
経済・地域経済の観点から勘案すると経済効果は遥かに大きいのです。つまり、無料化は善で
す。いつか無料化を掲げて選挙に立候補し、市民の賛成得て当選した市長が無料化の時期を
早めることを期待したいと思います。
東京湾横断道路のように…。

４班　（会場：初石公民館）

流山市内の重要なトピックについて分かりやすく説明がなされており有意義であった。

・新橋建設の際は周辺住民に配慮する様、議会としても行政に目を光らせて欲しいです。
・日頃より議員活動お疲れ様でございます。市民活動がより良い物になる様、細やかにお願い
したいと思っております。

中部地域の様々な課題や現状が分かりやすく説明されていた。

市民の方が意見を言う、質問する時間が1時間以上設けられていたので、活発な意見交換がで
きたのではないかと思います。お疲れ様でした。

新設学校建設に当たって、目先の建設計画の討議だけでなく、市全体の子供達の増加見込
み、1校で足りるのか、不足の場合どうするのか、既存学校での対応策など、市議会で市長、教
育委員会等々と話し合い、市民に知らせて欲しい。

超感じが悪いです。

人口増に対し、税収増と対応する行政コスト等の視点で議会でもんでもらいたい。市担当者に
聞いたが分からないとの返事が。一度あった学校施設も平成41年で頭打ちになり、その後の活
用、必要な要員（教員）を含め、全体的な視点を。
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「南部の低地地区防災対策について」

　10年前、2008年8月30日の雨量、時間当たり97mm、2時間で140mmの豪雨がありました。市
内の低地で浸水が発生し、私の家の処が水深84cmで、市内で一番深かったようです。そのた
め乗用車1台のスクラップおよび、家のベタ基礎の中に水が浸入し、業者を呼んで水抜きをし、
大きな損害が発生しました。

 ここ数年、台風、積乱雲や線状降水帯による集中豪雨が日本各地に発生しております。流山
市も近い将来、あるいは来年にもその現象が起きるかもしれません。時間当たり50mmの豪雨
に耐えられるように市内の浸水対策は出来ていると市役所は言っています。しかし、高台での
都市開発、住宅開発、新川耕地での流通団地開発により、全体の保水能力は大幅に低下して
おり、50mm以下の豪雨でも、低地では都市型水害が起きる可能性が高まっています。
　都市型水害は、豪雨が始まると、急激に水位が上がり、止むと急激に水位が下がります。被
害を受ける時間は瞬間です。根本的な水害対策が出来ない流山市にとって今できる事は、流
山排水機場のポンプをいかにうまく、タイミング良く稼働させるかです。流山排水機場には幾つ
かの問題があり、大集中豪雨の時、本当に役に立つか心配です。

　流山市議会だより、平成30年2月15日の第162号に記載されていた「都市建設委員会」の「一
級河川今上落に関する陳情書」の抜粋を読んでみます。「一級河川今上落の改修は…浚渫工
事等について大事です。一刻も早く、沿川住民の安心安全に努めることが自治体の原則であ
り、現時点でできることは、まず草刈等の徹底に努め、充分あると考える流山排水機場の能力
をフルに稼働するため前池の拡大を行い、一級河川の管理者に早急に中長期的な整備計画を
策定するよう強く要望することを求めます。」「台風や集中豪雨の際に、穏やかな河川が急変し
た際の恐怖を感じる…」とあります。
　都市建設委員会の皆さまも、今上落と流山排水機場の現状を良く把握して頂きたいと思いま
す。良い陳情書を提出したのですから、それが生かされているかどうか見守って頂きたいと思
います。
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地方自治法を一部でもよいから改正して頂きたい。
※流山市の職員に付する地域手当の市町村人事課の目標は「６％」ですよ。ごぞんじでしょう。
現在流山市は「７．３％」です。改正するべきです。

小山小学校、おおたかの森小・中学校の建設時にも検討はされたと思いますが、結果的には大
失敗でしたよね！増設続きでしわ寄せはいつも弱者の子ども達！今回、大畔は大丈夫でしょう
か？通学路の安全の為には最初から地下道を造る等、予算は後からたすのではなく、安全第
一を優先した考え方をして欲しいです。

・木地区の新松戸との接続道路に関して、A,B,Cの同時開通を住民から要望して市のほうも同
時開通する方向で進めている。ただけやき通りの現状から同時開通は難しくなることも考えられ
る。けやき通りについて松戸との対応を今後どうするか質問したかった。また、けやき通りに橋
がかかった場合の流山市住民の交通対策、通学路の問題があり、どのような対策があるか質
問したかった。
・南部地区の子育てについて。新松戸に子供のための施設があり評判が良いので、近所の方
が松戸市の小学校への越境の提案があったようである。地域交流センターの話があったが、南
部地区を子育てを充実した地域にしてもらいたい。

福祉関係で一言。病気に罹ってから手当をするのではなく、これからは病気にならないような創
意工夫を導入して頂きたい。人間には「自然治癒能力が存在している」、その他予防が大切の
認識を向上して頂きたい。

通学路の街灯が少ないように思いました。夕方～夜にかけて子供たちが歩いている姿をよく見
かけているので気になりました。

・開発により発展することは大変嬉しいのですが、緑が少なくなり、うるおいのない町となりまし
た。
街路樹など、もっと緑を植えて下さい。
・東初石　秋桜ホームの裏の下水にフタをして下さい。

３班　（会場：南流山センター）

アンケート集計表　

　　【　執行部に対する意見　】

１班　（会場：生涯学習センター（流山エルズ））

２班　（会場：北部公民館）

・飛地山、市役所前の土地を。
・新撰組とみりんのミュージアムを作ってほしい。
・流山電鉄の存続する為に新松戸に常磐線快速を停止させるようにしてほしい。

新設小学校は次世代に誇れる良い物を作っていただきたいです。

南流山地区に住民数に見合う利便施設を増やして欲しい。（特にプール、図書館機能の拡充）

・初石駅施設整備事業について。道路の整備。踏切（シルバー人材）、車がすれ違いができませ
ん。
・新設中学校について。西初石中、常盤松中には空教室があります。おおたかの森小・中を見
直しの上、再検討を願います。

４班　（会場：初石公民館）

既存住宅地の居住環境の整備についても取り組んで欲しい。特に江戸川台東口再開発の件。



月日 曜日 議会日程 議会広報広聴特別委員会予定 市議会だより予定 一般質問の記事予定

11月15日 木

11月16日 金

11月17日 土

11月18日 日

11月19日 月 正副議長議案説明

11月20日 火 全議員議案説明

11月21日 水

11月22日 木
第4回定例会招集告示
一般質問通告

11月23日 金

11月24日 土

11月25日 日

11月26日 月 一般質問通告（予備）

11月27日 火 通告の内容を割り付けに反映

11月28日 水

11月29日 木 平成30年第4回定例会開会日

11月30日 金
13:30 議会広報広聴特別委員会
（第17回議会報告会の振り返り、市議会
だより第166号編集会議など）

各代表者等に原稿の提出期限を通知
議事係に原稿作成依頼

12月1日 土

12月2日 日

12月3日 月

12月4日 火 一般質問
議会の窓、クローズアップ、議会報告
会の記事作成依頼

一般質問（問）原稿作成依頼

12月5日 水 一般質問

12月6日 木 一般質問

12月7日 金 一般質問

12月8日 土

12月9日 日

12月10日 月 総務常任委員会

12月11日 火 教育福祉常任委員会

12月12日 水 市民経済常任委員会 1日目会議録粗原稿納品

12月13日 木 都市建設常任委員会
2日目会議録粗原稿納品
一般質問（問）提出〆切

12月14日 金
議会の窓、クローズアップ、議会報告
会の記事提出〆切

3日目会議録粗原稿納品

12月15日 土

12月16日 日

12月17日 月 4日目会議録粗原稿納品

12月18日 火

12月19日 水 平成30年第4回定例会閉会日

12月20日 木

12月21日 金 秘書広報課ポスティングデータ提供依頼

12月22日 土

12月23日 日

12月24日 月

12月25日 火

12月26日 水
一般質問（問・答）原稿作成〆切
会議録のPDF化まで終わらせる

12月27日 木 議事係原稿提出〆切

12月28日 金 御用納め 秘書広報課ポスティングデータ提供〆切　　15:00 質問議員の答弁原稿確認〆切

12月29日 土

12月30日 日

12月31日 月

1月1日 火

1月2日 水

1月3日 木

1月4日 金 御用始め 　　　

1月5日 土

1月6日 日

1月7日 月

1月8日 火

1月9日 水

1月10日 木

1月11日 金 　　

1月12日 土

1月13日 日

1月14日 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流山市議会だより第166号（平成31年2月15日発行）　編集スケジュール案

流山市議会だより第165号発行

事務局内で原稿決裁

質問議員の答弁原稿確認期間

事務局内で答弁原稿調整

事務局内で原稿決裁

資料３

1/2



月日 曜日 議会日程 議会広報広聴特別委員会予定 市議会だより予定 一般質問の記事予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流山市議会だより第166号（平成31年2月15日発行）　編集スケジュール案 資料３

1月15日 火

1月16日 水

1月17日 木 委員会での修正内容を割り付けに反映

1月18日 金

1月19日 土

1月20日 日

1月21日 月 初校入稿

1月22日 火

1月23日 水

1月24日 木 初校納品

1月25日 金

1月26日 土

1月27日 日

1月28日 月

1月29日 火 第2校入稿

1月30日 水

1月31日 木 第2校納品

2月1日 金

2月2日 土

2月3日 日

2月4日 月 第3校入稿（AM）

2月5日 火 第3校納品（夕方までに）

2月6日 水 最終入稿（ラベル付封筒も納入）

2月7日 木
平成31年第1回定例会招集告示
一般質問通告

2月8日 金 一般質問通告（予備）

2月9日 土

2月10日 日

2月11日 月

2月12日 火
市議会だより第166号納品
折込業者受け渡し（15時まで）
新聞販売店受け渡し（15時まで）

2月13日 水 朗読者グループへ受け渡し（AM）

2月14日 木 平成31年第1回定例会開会日 執行部へ配布、関係団体へ発送

2月15日 金 流山市議会だより第165号発行

1/15（火）か16（水）のどちらかで議

会広報広聴特別委員会を開催（市議会

だより第166号校正会議）
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市議会だよりクローズアップ 過去のテーマ 

 

第１４８号（Ｈ２６年８月１５日号） クローズアップ掲載開始 

市内小中学校の現状を視察 

第１４９号（Ｈ２６年１１月１５日号） 柏市南部クリーンセンターの指定廃棄物一時保管庫

を視察 

第１５０号（Ｈ２７年２月１５日号） 議会だよりをより見やすく！ 

第１５１号（Ｈ２７年５月１５日号） 政務活動費を公表しています 

第１５２号（Ｈ２７年８月１５日号） 掲載なし（正副議長就任あいさつ） 

第１５３号（Ｈ２７年１１月１５日号） つくばエクスプレス沿線整備と新川耕地・周辺特別

委員会の市内視察 

第１５４号（Ｈ２８年２月１５日号） 住民の声が街の歴史を刻む 陳情案件 

第１５５号（Ｈ２８年５月１５日号） 普通の高校生が【一般質問】やってみた。 

第１５６号（Ｈ２８年８月１５日号） 市民の目線に立ち、「見たくなる議会」を目指します 

議会広報広聴特別委員会 

第１５７号（Ｈ２８年１１月１５日号） 特集・高校生議会を開催しました 

第１５８号（Ｈ２９年２月１５日号） 市の『顔』である流山おおたかの森駅周辺をどういう

街にするのか 

第１５９号（Ｈ２９年５月１５日号） 過去に学び 未来を創る 議会のあゆみ 

第１６０号（Ｈ２９年８月１５日号） 掲載なし（正副議長就任あいさつ） 

第１６１号（Ｈ２９年１１月１５日号） 「流山市市民投票条例」可決！ 

第１６２号（Ｈ３０年２月１５日号） 議会は新しいまちづくりを視ています 

第１６３号（Ｈ３０年５月１５日号） 自治体における予算および予算審査とは？ 

第１６４号（Ｈ３０年８月１５日号） 市民経済常任委員会による発議が全会一致で可決。 

「地産地消の推進に関する決議」を市長に提出。 

第１６５号（Ｈ３０年１１月１５日号） 掲載なし（市議会議員根本守氏逝去の記事） 

資料５ 



                    平成３０年１１月３０日 

 

 各会派代表者等  様  

 

                 議会広報広聴特別委員会  

委員長  加藤  啓子  

 

 

   市議会だより第１６６号（来年２月１５日発行）各原稿の 

提出期限について（依頼） 

 このことについて、各原稿の提出期限が下記のとおりになりますので

周知願います。  

記  

 

原  稿  名  提  出  期  限  

一般質問[問 ]作成  平成３０年１２月１３日（木）午後５時  

議会の窓   

平成３０年１２月１４日（金）午後５時 
クローズアップ  

議会報告会  

一般質問[問 ][答 ]内容確認  平成３０年１２月２８日（金）午後３時 

  

資料６ 



会派・議員名 項　　目 引き継ぎ等を要する事項 詳細な内容

市議会だより
専門用語（短縮アルファベット等）の
解説について

専門用語の解説は一般質問の原稿（個人枠内）で解説を入れることとされているが、個人一
般質問の内容から抜粋が基本であり、再度、用語解説枠の復活を協議されたい。

その他
市役所１階ロビーの市議会情報発信
内容の追加改善について

市議会情報に議員紹介として顔写真を掲載してはどうか協議されたい。（いわき市の議会棟
のロビーに顔写真が掲載されていた。「市民に開かれた市議会（顔の見える議会）」の一つの
姿として）※別紙写真を添付

市民クラブ 改選時の市議会だより
改選直前の３月分の市議会だよりの
発行について

改選直前の３月分の市議会だよりが改選後に発行されるが、引退した議員が載っていて、新
規当選議員が載っていないことから混乱を生むため、発行を少しでも早くするか、難しい場合
はその旨の注意書きを大きく載せるなどの工夫が必要。

議会報告会
パワーポイント資料のホームページ
掲載について

議会報告会で使用したパワーポイント資料について、市議会ホームページに掲載するか協議
されたい。

議会報告会
議会報告会における配布資料につ
いて

議会報告会参加者のアンケート結果を見ると、資料の量について「多い」との意見が散見され
ることから、配布資料量の制限について協議されたい。

議会広報広聴特別委員会 所管事項について 特別委員会としての役割は終わったので、議会報編集委員会に戻すよう協議されたい。

議会報告会
議会報告会で市議会だよりを配布す
ることについて

議会報告会で市議会だよりを配布できるように、議会報告会の日程を変更するか、何らかの
対策を講じられるよう協議されたい。

自由民主党

議会報告会 チラシ印刷の予算措置について
チラシを印刷する色上質紙（Ａ４サイズ1000枚）を次年度予算措置できるよう、議会広報広聴
特別委員会で予算要望することについて協議されたい。

議会広報広聴特別委員会 所管事項について
特別委員会から、市議会報編集委員会（協議会）へ。行政視察の予算措置もなくなり、協議会
で良いのでは。

議会報告会 運営の方法
市民にしろ議員にしろ一方通行的な意見表明でなく双方向の意見交換ができる方法を考える
必要あり。

議会報告会 宣伝の方法 ポスターの用紙や紙色、掲示方法などに工夫の必要あり。

次期議会広報広聴特別委員会への引き継ぎ事項　各会派等の意見取りまとめ一覧

流政会

公明党

日本共産党

菅野　浩考議員

　改選を考慮し、引き継ぎ事項はなし

阿部　治正議員

資料７

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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 写真コンクール 
来年度も開催決定！ 

応募先・問い合わせ先： 流山市議会事務局 

住所：〒270－0192 流山市平和台 1－1－1 メール：gikai@city.nagareyama.chiba.jp 

電話：04－7150－6099 ＦＡＸ：04－7150－2863  

 

平成３１年５月１日（水）～５月３１日（金）必着 
 

テーマ 

 

応募期間 

●流山市内で撮影した、四季折々の風景、祭りやイベントの写真 

●学校の行事（運動会、修学旅行、文化祭など） の写真  

応募方法・応募要件・写真のサイズなどの詳細は、市議会だより・ 

市議会ホームページ・広報ながれやまなどで追ってお知らせします。 

たくさんのご応募、お待ちしております！ 

流山市議会だより 

資料８ 



市議会だよりの1面を彩るのにふさわしい流山市の四季折々の風景、祭りやイベント、
また、市内の学校で行っている行事（運動会、修学旅行、文化祭など）の写真。
（※平成２９年１月以降に撮影した未発表の自作品）

平成３０年３月３１日現在、流山市に在住、在学の小学生以上、１８歳までの方。

カラープリント２Ｌサイズ・横長（ペーパーサイズ１７８mm×１２７mm）
（※必ずプリントした写真で応募。入賞者は後日撮影データを提出。

下記の応募票を明記のうえ、応募作品の裏面に貼付し、議会事務局まで郵送または
持参してください。（１人３点まで応募可、入賞は１人１点まで）

応募資格

テーマ

応募規格

応募方法

・応募作品の著作権は、撮影者に帰属します。
・肖像権やプライバシーの侵害などに注意し、個人の特定できる写真は、必ず本人に
応募の承諾を得てください。画像ソフトなどで合成、加工した写真は応募できません。
・主催者は、入賞作品を、本コンテストの広報活動として、新聞、雑誌、テレビ、ホーム
ページなどで使用する場合があります。なお、使用に当たっては、撮影者の氏名を表
示します。
・主催者は入賞作品を第三者に貸与いたしません。但し、撮影者に事前に利用目的、
使用条件を説明した上で、承諾が得られた場合についてのみ貸与を行います。

応募規定

流山市議会だより写真コンクール
市内在住・在学の小学生以上１８歳までの方対象

主催 流山市議会

賞 入賞４点(８月号、１１月号、翌年の２月号、５月号にそれぞれ掲載)
賞状、3,000円の図書カード、作品が掲載された市議会だより１０部

入賞発表 審査終了後、郵送でご連絡します。また、入賞者には別途ご連絡します。応募作品（入
賞作品は除く）は、後日郵送により返却します。

応募期間 平成３０年５月１日から５月３１日（必着）まで

問い合わせ
及び応募先

流山市議会事務局 〒 270-0192 流山市平和台１－１－１（流山市役所第１庁舎４階）
電話０４（７１５０）６０９９

ﾌﾘｶﾞﾅ

題名

学校名

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名

住所

電話番号

撮影場所

撮影日 平成　　年　　月　　日

流山市議会だより写真コンクール応募票

年齢　　　歳

〒

ﾌﾘｶﾞﾅ

題名

学校名

ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名

住所

電話番号

撮影場所

撮影日 平成　　年　　月　　日

流山市議会だより写真コンクール応募票

年齢　　　歳

〒

点線で切り取り、応募写真の裏に貼り付けしてください。


